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安全上のご注意　－必ずお守りくださいー

警告： すべてのクリーニング作業は、本体の電源プラグを抜き、本体が室温になっている
状態で行ってください。
取り外した部品などを洗浄した場合は、組み立てる前にすべての部品を完全に乾
燥させてください。
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・　部品の損傷を発見した場合は、ご自分で修理しようとせず当社に修理・交換の依頼をしてください。
・　本マニュアルに記載された範囲を超えて分解しないでください。
・　缶入りエアダスターを使用する場合には、保護用めがね・マスクを着用してください。
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各部のなまえ

生豆投入口カバー

トップフィルター

フロントカバー

ゴールドノブ

焙煎室

のぞき窓

冷却トレイ

リアフィルター

メイン冷却ファン

緊急排出ツマミ
（図示無し）

USBポート
（図示無し）

ヒートガードグリル

コントロールパネル

ベース

チャフトレイ

豆攪拌アーム
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取り付けフック

取り付けフック

背面カバー

この図は、基本的なお手入れ・メンテナンスのためにお客様ご自身で取り外しできるように設計された部品を表しています。
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リアフィルター
生豆投入口カバー
冷却トレイ
チャフトレイ
ゴールドノブ
フロントカバー
支圧板ネジ(4本)
支圧板
焙煎ドラム
焙煎室
位置合わせピン(2箇所)
焙煎ドラム軸
トップフィルター
メイン冷却ファン
緊急排出ツマミ
背面カバー
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クリーニングとお手入れ

　コーヒー豆の焙煎を成功させるには、焙煎機の日ごろのお手入れが大切です。豆自体から出るチャフ、コーヒー豆の
小片、そしてこぼれた豆は、焙煎機の中にも外にも散らばります。最高のコーヒーを作り、安全な動作を確実にし、
Hottop コーヒー焙煎機の耐用年数を延ばすには、定期的なクリーニングとお手入れを忘れないでください。
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準備する工具類
・　プラスドライバー（No.2、No.1）
・　マイナスドライバー（小、長軸）
・　やわらかい刷毛/ブラシ（チャフ掃除用）
・　キッチンタオル・やわらかい布・食器洗い用スポンジなど
・　割りばし・菜箸など（豆除去用）
・　台所用合成洗剤
・　住宅用合成洗剤
・　エスプレッソマシンクリーナー
・　缶入りエアダスター
・　保護用めがね・マスク
・　手袋
・　掃除機

できれば準備したいもの
・　光沢用金属磨き
・　エアーコンプレッサー
・　食器洗い機

ヒートガードグリルの取り外しと取り付けは、以下の手順で行ってください

取り外す時は、ヒートガードグリルの前部を保持
しながら、ヒートガードグリルの後部を持ち上げ
て後部の取り付けフックから外します。

取り付ける時は、ヒートガードグリルの前部を取
り付けフックに引っ掛け、ヒートガードグリルの
後部を上方から滑り込ませるように取り付けフッ
クに引っ掛けてください。

警告：　必ず電源コードを抜き、本体が完全に冷えてから行ってください。
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注記：以下の文中のカッコ内に赤色の数字、例えば（5）などは、3ページの図を参照してください。

A ．焙煎のたびに  ─────────────────────────────────────────

1.

重要： この焙煎機には安全装置が装備されています。これにより、チャフトレイを取り出して空にし、再度取り付
けないと起動できないようになっています。

チャフトレイ（4）を空にする
・チャフトレイ（4）を引き出し、本体から取り外して中に溜まっているチャフを捨ててください。
・チャフトレイに汚れがある場合は、柔らかい布やキッチンタオルを用いて汚れを拭き取ってください。
・必要に応じて、スポンジなどを用いて台所用合成洗剤で洗ってください。この場合は、よくすすいだ後、完全に乾かしてか
ら取り付けてください。

注意：発火事故を起こさないために焙煎ドラムの下にあるチャフトレイ（�）は、焙煎が終
わるごとに空にしてください。

2. 焙煎ドラム（9）の内部の点検
・チャフトレイ（4）、冷却トレイ（3）、生豆投入口カバー（2）を取り外し、片手でフロントカバー（6）を持ちながら、ゴールドノブ
（5）を緩め、フロントカバー（6）を取り外します。
・焙煎機を注意して前方に傾け、穏やかに振ってチャフを取り除きます。缶入りエアダスターを使い、取り切れずに残ったチ
ャフや豆粒の屑を取り除いてください。エアダスターを使用する際は、トップフィルター（13）に直接当てないようにしてくだ
さい。フィルター機能に影響する恐れがあります。
・焙煎ドラム（9）の内部を点検します。豆は時にはドラムの中にくっついていることがあります。そして、再度焙煎工程を経る
と、焦げてしまします。焦げた豆は、全体の味に影響を与える可能性があります。
・ドラム内にくっついた豆は、わり箸や菜箸などで取り除いてください。
・ドラム内にくっついた豆が取り切れない時は、後述の方法でドラムを取り外してください。

注意：エアダスターを使用する際は、保護用めがね およびマ スクを着用してください。

3. フロントカバー（6）ののぞき窓のガラスが汚れている場合
・水で湿らせた柔らかい布などを使用して汚れを落としてください。
・油が付着している場合は、台所用合成洗剤を少量含ませたスポンジなどを使用して、傷つけないように、軽くこすってくだ
さい。
・エスプレッソマシンクリーナーを用いると頑固なこびりつきを取り除くことができます。
・取り付ける前に十分にすすぎ、完全に乾かしてください。

4. 以下の場合、本体後部にあるリアフィルター（1）を交換します。
・30～45回焙煎した時
・焙煎中にメイン冷却ファン以外の部分から煙が多く漏れ出て来るようになった時
・目視して、汚れで目が詰まっている時（右の写真参照）

交換時期のリアフィルター
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Ｂ．�～��回の焙煎の後に  ─────────────────────────

重要：この手順に従って焙煎ドラムを取り外すときは、十分注意してください。

�. 焙煎ドラム（�）の取り外し　＜焙煎室（��）内の掃除と焙煎ドラム（�）のクリーニング＞

　チャフトレイに落ち切れなかったチャフやその他の小さなゴミが、焙煎室に溜まります。これらは乾燥しており、発火の恐
れがあります。そのため、焙煎ドラムを取り外し、焙煎室全体を清掃してください。

本体を傷つけたり、焙煎ドラムを破損する恐れがあります。焙煎ドラムを取り出す際は、重さがあるた
め、くれぐれもご注意ください。焙煎ドラムやフロントプレートの鋭利な部分にもご注意ください。この
手順には手袋の着用をお勧めします。

冷却トレイ（3）、チャフトレイ（4）、ヒートガードグリル、および生豆投入口カバー（2）を取り外します。
ゴールドノブ（5）を緩めて、フロントカバー（6）を外します。
支圧板（8）の4本のプラスねじ、支圧板ネジ（7）を取り外します。（下図参照）
支圧板（8）を慎重に外します。両側に2つの小さな金属の位置合わせピン（11）があることに注意してください。
支圧板が取り外されると焙煎ドラム自体の重みで本体側のドライブシャフトに引っ掛かる可能性があるため、焙煎ド
ラム（9）を軽く持ち上げ、真っ直ぐに引っ張って焙煎室から取り出します。

 
警告： 焙煎室内に水や洗浄液がこぼれたり流れ込んだりしないようご注意ください！　

※水による破損は保証の対象外です。

a．
b．
c．

 

d．
f．

　

・焙煎室（10）内のチャフなどのゴミを柔らかいブラシや布で掃除するか、掃除機で清掃してください。
・焙煎室にある程度色がついたり、色が変わったりするのは正常です。コーヒーの油分がべったりと付着していたら、エ
スプレッソマシンクリーナーの洗浄液でごく軽く湿らせた布を使用してください。清潔な水で湿らせた布またはタオルで
徹底的に拭いて、残った洗浄液をすべて除去してください。ドラムを取り付ける前に、完全に乾燥させてください。

・使用状況により、焙煎ドラム（9）内にコーヒーの油分が厚くこびりつくことがあります。少しの変色程度なら良いのです
が、焦げた匂いや悪臭がある場合、または蓄積物がたまっている場合は、クリーニングをしてください。スポンジなどを
用い、台所用合成洗剤で洗ってください。エスプレッソマシンクリーナーを使用することもできますし、食器洗い機に入
れることもできます。ドラムはステンレス製で、錆びません。取り付ける前には、ドラムを完全に乾かしてください。

位置合わせピン(11) 支圧板ネジ(7) 位置合わせピン(11)

この5つの小さなネジは外さないでください。
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ドライブピン
 

 

�．   焙煎ドラムの再取り付け（�ページの図を参照）

a．
 

b．
 

c．

 

 

d．

 

　

焙煎室（10）内へ焙煎ドラム（9）を取り付ける時は、ドラム軸のドライブピン（下図参照）と本体側ドライブシャフトのスロ
ットを揃えてください。ドラムを焙煎室と平行に保ちながらドラムが完全に収まるまで押し込みます。
支圧板（8）の向きと裏表に注意して、本体前面にある2つの位置合わせピン（11）を、支圧板の小さな二つの穴に確実に
合わせ、ドラム軸が支圧板の中央の穴に入るようにしてください。
支圧板（8）を位置決めピンに合わせた状態で、4本の支圧板ネジ（7）で取り付けます。ドラム軸（12）の端が支圧板（8）の
穴にはまっていること、位置合わせピン（11）が支圧板（8）の正しい位置にあることを確かめ、4本の支圧板ネジ（7）を注
意深く締めてください。
注意：ネジを締めすぎないでください！
フロントカバー（6）を元に戻し、軽く装着されるまでゴールドノブ（5）をねじ込みます。ノブを完全に締めないでください。
次回の焙煎を始める際に、ドラムがスムーズに回転し、できるだけ静かに回転するようゴールドノブを調節することを忘
れないでください。

・機械の外側は湿らせた布で拭いてください。
・必要に応じて、ステンレスと相性のよい少量の住宅用合成洗剤を使用して汚れを落とした後、水拭きしてください。
・スチールウールパッド、ナイロンスクラブパッドなどの研磨用品は絶対に使用しないでください。
・キッチンクレンザーなどの粗い研磨剤入りのクリーナーは絶対に使用しないでください。
・ステンレスのカバーに非常に頑固なしみがある場合は、ステンレス対応の光沢用金属磨きを使用してください。その
後、通常の住宅用合成洗剤を使用し、ワックスやクリーナーの残りを完全に慎重に取り除き、水拭きをしてください。本
体の表面は熱くなるので、残った洗剤成分などは本製品の作動時に燃えてしまい、有毒な煙が発生したり、しみが残る
ことがあります。
・クリーニング後は、電源コードを差し込む前に本体を完全に乾かしてください。

�．   本体外側のクリーニング

警告：クリーニングを行う前に、必ず電源コードを抜き、本体が完全に冷えてから行ってください。
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Ｃ．�か月ごと─本体内部のクリーニング   ─────────────────────────

　警告：クリーニングを行う前に、必ず本体が完全に冷えるまで待ち、必ず電源コードを抜いてください。

1）

2）
3）

4）

5）

　メイン冷却ファンは空気を取り込み焙煎室からの煙を排出しますが、これにはチャフやその他のコーヒーくずが含まれて
います。これらは本体内部の電子部品エリアに入り込み、最悪の場合発火する恐れがあります。少なくとも3か月に1回、この
エリアを清掃してください。

生豆投入口カバーと冷却トレイを取り外します。焙煎ドラムを取り外した状態で行うと取り扱いが容易です。
背面カバー下側のフタを取り外します。
リアフィルターを取り外します。
エアコンプレッサーまたは缶入りエアダスターのノズルを、メイン冷却ファンの隙間から差し込み、ファン裏側の残りか
す・チャフ・ゴミを下に落とします。（潤滑スプレーは、発火の恐れがありますので使用しないでください。
下に落ちた残りかす・チャフ・ゴミを吹き飛ばして外に排出します。
機械を傾けると排出しやすくなります。電子部品を損傷しないように十分注意してください。
再度組み立ててください。
注意：ネジを締めすぎないでください！

背面カバー下側のフタ取り付けネジ リアフィルターを取り外しますフタを取り外したところ

ファンの隙間にノズルを差し込みます 電子部品を損傷しないように十分注意
してください
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・本書の内容の一部、または全部を無断転載することは禁止されています。
・本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。
・本書の内容について、誤りや記載漏れなどお気づきの点がありましたら、お手数ですが当社  
　までご連絡ください。

https://kneader.jp


